
議
第
１
号

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
てQ

こ
の
条
例
の
制
定
の
趣
旨
に
あ
る
特

別
職
の
任
用
の
厳
格
化
の
内
容
と
目

的
、
そ
し
て
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
と
は

ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
。

A
現
在
、
各
自
治
体
に
お
い
て
臨
時
的

任
用
職
員
お
よ
び
特
別
職
非
常
勤
職

員
を
任
用
す
る
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
が
統

一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
取
り
扱
い
が
ば
ら
ば
ら

の
状
況
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
労
働
者
の
待
遇
面
の
標
準
化
を

進
め
る
た
め
、
勤
務
条
件
の
基
本
的
な
事
項

の
条
件
を
明
文
化
す
る
こ
と
で
、
特
別
職
の

任
用
の
厳
格
化
を
図
っ
た
も
の
。

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、
１

会
計
年
度
を
超
え
な
い
範
囲
で
任
期
を
設
定

す
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
と
基
本
的
に
は
変
わ

り
は
な
い
。

Q
現
行
の
一
般
任
用
職
員
が
来
年
度
か

ら
会
計
年
度
任
用
職
員
に
変
わ
る
。

現
在
Ⅰ
類
、
Ⅱ
類
の
職
員
は
３
年
の
任
用
期

間
だ
が
、
今
後
１
年
に
変
わ
り
、
あ
と
の
待

遇
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
説
明
だ
。

１
年
ご
と
の
契
約
に
変
わ
る
こ
と
で
有
給

休
暇
等
の
待
遇
面
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
従
前
ど
お
り
年
次
有
給
休
暇
も
繰
り

越
し
て
付
与
す
る
た
め
、
現
行
制
度

と
変
わ
ら
な
い
。

議
第
７
号

三
条
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
設

置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

Q
施
設
設
備
の
老
朽
化
に
伴
い
井
栗
学

校
給
食
共
同
調
理
場
を
廃
止
し
、
機

能
を
嵐
南
学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
移
す
と

い
う
こ
と
だ
が
、不
都
合
は
生
じ
な
い
の
か
。

A
機
能
移
転
後
は
、
調
理
場
か
ら
学

校
ま
で
が
遠
く
は
な
る
が
、
運
搬

車
両
を
増
車
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
温
か
い
給
食
を
提
供
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

議
第
16
号

三
条
技
能
創
造
大
学
体
育
館
棟
建

設
建
築
本
体
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

Q
今
回
の
契
約
締
結
で
高
等
教
育
機
関

事
業
の
工
事
関
係
が
お
お
よ
そ
終
了

す
る
が
、総
事
業
費
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

A
医
療
系
高
等
教
育
機
関
の
施
設
建
設

費
約
17
億
円
、
三
条
技
能
創
造
大
学

の
校
舎
建
設
費
約
51
億
円
、
体
育
館
棟
建
設

費
約
５
億
円
、
用
地
取
得
費
が
全
体
で
約

14
億
円
、
外
構
工
事
等
は
未
契
約
だ
が
そ
の

他
費
用
と
し
て
約
18
億
円
を
見
込
ん
で
お

り
、
合
計
約
１
０
５
億
円
と
な
る
。

議
第
17
号

令
和
元
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補

正
予
算

Q
第
10
款
教
育
費
の
井
栗
学
校
給
食
共

同
調
理
場
の
老
朽
化
に
伴
い
、
嵐
南

学
校
給
食
共
同
調
理
場
へ
の
機
能
移
転
経
費

に
つ
い
て
、
運
搬
料
と
庁
用
器
具
費
の
主
な

内
容
は
何
か
。
嵐
南
学
校
給
食
共
同
調
理
場

の
ス
ペ
ー
ス
は
大
丈
夫
な
の
か
。

A
運
搬
料
は
、
使
用
可
能
な
備
品
類

等
を
運
搬
す
る
も
の
。
庁
用
器
具

費
は
、
現
在
井
栗
学
校
給
食
共
同
調
理
場

と
嵐
南
学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
は
保
管

方
法
が
異
な
る
た
め
、
食
器
消
毒
保
管
庫

用
コ
ン
テ
ナ
を
購
入
す
る
も
の
。
ス
ペ
ー

ス
は
十
分
確
保
で
き
る
。

議
第
19
号

三
条
雨
水
ポ
ン
プ
場
機
械
設
備
改

築
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

議
第
20
号

令
和
元
年
度
三
条
市
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

Q
三
条
雨
水
ポ
ン
プ
場
機
械
設
備
改
築

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
は
、
な

ぜ
当
初
の
議
案
提
出
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た

の
か
。A

雨
水
ポ
ン
プ
の
本
体
工
事
は
出
水
期

を
避
け
、
本
年
11
月
か
ら
工
事
を
開

始
し
た
。
ポ
ン
プ
の
主
要
部
分
で
あ
る
中
間

軸
受
台
の
損
傷
、
腐
食
部
分
が
修
理
不
可
能

で
あ
る
こ
と
が
11
月
26
日
に
判
明
し
た
た
め

追
加
提
案
し
た
。

Q
こ
の
工
事
は
昨
年
10
月
に
契
約
し
た

入
札
時
の
請
負
金
額
に
含
ま
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

A
昨
年
10
月
の
当
初
契
約
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。

Q
来
年
の
出
水
期
ま
で
に
工
事
は
間
に

合
う
の
か
。

A
工
期
は
来
年
の
５
月
15
日
だ
が
４
月

30
日
ま
で
に
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
を

完
了
す
る
。
５
月
１
日
か
ら
稼
働
で
き
る
。
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大
綱
質
疑

大
綱
質
疑

12 月定例会では、
2 会派が大綱質疑
を行いました。

市政の 　を
問いました

??

  

日
本
共
産
党
議
員
団

議
第
１
号　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

来
年
度
か
ら
新
た
に
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
を
創
設
す
る
条
例
改
正
案
に
反
対

す
る
理
由
の
第
一
は
、
本
来
正
規
職
員
が

担
う
べ
き
基
幹
的
、
恒
常
的
業
務
ま
で
、

臨
時
・
非
常
勤
職
員
へ
の
置
き
換
え
が
進

む
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
ぬ
ぐ
え

な
い
こ
と
。

　

第
二
に
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
を
正
規

化
す
る
道
は
な
く
「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
」
を
増
大
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
。

　

第
三
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
職
員

の
間
に
待
遇
格
差
が
つ
く
ら
れ
、
同
一
労

働
、
同
一
賃
金
の
原
則
に
反
す
る
こ
と
。

以
上
の
こ
と
か
ら
問
題
が
あ
り
賛
成
で
き

な
い
。

議
第
16
号　

三
条
技
能
創
造
大
学
体
育
館

棟
建
設
建
築
本
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

議
第
17
号　

令
和
元
年
度
三
条
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
表　

債
務
負
担
行
為

補
正
）

　

１
０
５
億
円
の
投
資
効
果
の
期
待
が
見

え
て
こ
な
い
と
い
う
理
由
で
反
対
す
る
。
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